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0．はじめに   
現代の子どもたちにとって，夏期休暇は，宿題，登校日，臨海学校や林間学校，塾の夏期講習  
など，各種の活動が用意された期間である。彼らは，この期間を何らかの形で役立たせようとす  











































性の認識自体，日本では低いということなどを指摘することができるだろう。   
本稿では，第1章から第3章にかけて，それぞれ1890年前後，1900年前後，1910年前後と時代  
順に，夏期休暇をめぐる言説を辿っていく。だがそれに入る前に，夏期休暇制度そのものの成立  









になると，「暑中休三十日」が休業日に追加されている8。   
このような夏期休暇制度の一般化を背景に，文部省は1881（M14）年，「小学校教則綱領」第7条  
において，「小学校二於テハ日曜日，夏季冬季休業日及大祭日，祝日等ヲ除クノ外授業スへキモ  
ノトス」と規定した。これが，夏期休暇が全国的な法制度上で明示された最初のものであった。   
それでは，このように普及した夏期休暇をめぐって，いかなる言説が交わされていったのであ  
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るのは大きな浪費であるとして，夏期休暇の廃止を唱えたのである10。   
この社説に対してはすぐさま レト学教員二暑中休業ナシ」という批判が寄せられた。小学校教  
員にとって，夏期休暇は「新知識ヲ供給スルノ市場」「新方法ヲ輸入スルノ泉源」であり，それ  
によって得られる利益は「時論」が主張する「浪費」をはるかに上回るのだから，夏期休暇を廃  



















を一括して「夏期休暇存廃論争」として捉え16，以下でその内容を検討していくことにしよう。   
夏期休暇存廃論争で話し合われた内容は，論点別に大きく4つにまとめることができる。  





































うだが，全国的な動きが生じた痕跡は，今回検討した雑誌上から窺うことはできない。   
この夏期休暇存廃論争は，前述のように，1890年前後の夏期休暇をめぐる言説の大部分を占め  
ていた。それでは，本稿の問題意識に照らし合わせてみたとき，当時の言説の状況はどのような  
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7），「休暇中の児童」（1901．9），「暑中休暇中の出来事」（1901．10）である。   
まず前者からその内容を見てみよう。「児童と暑中休暇」においては，観察すべき項目として  
以下の11点が挙げられた20。  
（一）暑中休暇中児童は何処にて，如何に生活を送りたるか。   
（二）休暇前後の児童の健康の相違如何。   
（三）児童の勉強力及び活動力に就て観察したる所如何。  
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（四）管理上児童の状態に著るしき変動ありと認むべき事実ありや。   
（五）暑中休暇後児童の作文又は談話について認められたる知識の進歩如何。   
（六）暑中休暇中児童が愛読したる文書如何。   
（七）児童が休暇中に記録したる日記類の蒐集。   
（八）休暇中に児童が製作したる図画又は物品の類如何。   
（九）休暇中に於て児童が賛したる金銭の額及び其の費用の方法。   
（十）若し児童が平生寄宿舎に生活せるものにして，休暇中他に転宿せる者あれば，其の児  
童の行為動作にあらはれたる差異ある事項。   
（十一）休暇中に於ける不良少年取締に関する方法は如何にせしか。  
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家庭に求めることを提案するのである23。   
このように，教育関係者らが夏期休暇中の子どもの生活管理を試み出したとき，家庭に対する  








学校と家庭の連絡を緊密にしておくことを要請するのである24。   
夏期休暇中の子どもの管理を徹底するために家庭を啓蒙するという傾向は，その後の記事にも  
表れている25。また，先に触れた夏期休暇中の「心得」自体，子どもに示されると同時に，保護  
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運動遊戯を奨励する為めに便宜運動場を開放すること   
乙，家庭に於て採るべき方法  
一，家事練習  





































できるだろうか。   
まず，この時期に，夏期休暇中の子どもの生活管理が，まとまりを持った一つの問題領域とし  
一－255一   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第49号  
て，教育関係者らによって明確に意識されるようになっていたということを指摘することができ  
る。そうであったからこそ，宿題や登校日，子どもに与える「心得」といったものが，同じ「児  





















なった。そして，そのために講じられた具体的方策は，学校教育の拡張を志向するものであった。   
それでは，「夏期休暇中の子ども」の発見から，学校教育の拡張を志向する管理方策へと続く  
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